
一
陰
一
陽
と
三
陰
三
陽

　
　
　
　
　

象
数
易
と
『
黄
帝
内
経
』

の

陰
陽
説

白
　
杉
　
悦
　
雄

は
じ
め
に

　

『

黄
帝
内
経
』
の
陰
陽
説
を
考
え
る
場
合
、
先
ず
問
題
に
な
る
の
は
三
陰
三
陽
説
で
あ
る
。
こ
の
医
学
に
特
有
な
三
陰
三
陽
説
は
、

『

黄
帝
内
経
』
の
重
要
な
医
学
理
論
の
一
つ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
由
来
や
内
容
が
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
言
い

難
い
。
ま
た
、
『
黄
帝
内
経
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
論
文
で
は
、
三
陰
三
陽
と
一
陰
一
陽
と
の
間
の
差
異
が
問
題
に
さ

れ
、
両
者
を
関
係
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
論
文
は
ま
だ
十
分
に
解
読
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
に

思
わ

れ

る
。
小
論
は
そ
の
中
の
脈
解
篇
を
取
り
上
げ
、
・
王
に
三
陰
三
陽
と
一
陰
一
陽
の
関
係
に
即
し
て
陰
陽
説
の
問
題
を
考
え
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

『

黄
帝
内
経
』
の
名
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
の
「
医
経
」
の
項
に
、
「
『
黄
帝
内
経
』
十
八
巻
」
と
し
て
み
え
る
。
現
存
す
る
標
準
的

な
テ
キ
ス
ト
は
、
『
黄
帝
内
経
素
問
』
二
十
四
巻
と
『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
十
二
巻
（
以
下
『
素
問
』
『
霊
枢
』
と
略
す
）
で
あ
り
、
『
素

問
』
は
唐
代
の
王
泳
の
注
に
か
か
る
。
も
う
一
つ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
『
黄
帝
内
経
太
素
』
三
十
巻
（
以
下
『
太
素
』
と
略
す
）
で
、
惰
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末
か

ら
唐
初
の
人
と
い
わ
れ
る
楊
上
善
の
編
注
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

　
］
九
七
三
年
に
長
沙
の
馬
王
堆
三
号
前
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
畠
書
医
書
中
の
「
足
腎
十
一
脈
灸
経
」
と
「
陰
陽
十
一
脈
灸
経
」
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
脈
（
経
脈
）
に
つ
い
て
、
脈
の
経
路
の
記
述
の
後
に
そ
の
脈
の
変
動
に
よ
っ
て
お
こ
る
症
候
や
病
名
が
列
記
さ
れ

て

い

る
。
「
陰
陽
十
一
脈
灸
経
」
で
は
「
是
れ
憧
（
動
）
ず
れ
ば
則
ち
…
を
病
む
」
と
症
候
を
記
し
、
つ
い
で
「
其
の
産
む
所
の
病
は

…
」
と
病
名
を
列
記
し
て
い
る
。
「
足
辟
目
十
一
脈
灸
経
」
で
は
「
是
憧
則
病
」
と
い
う
形
式
の
記
載
は
な
く
、
た
だ
「
其
病
…
」
と
し

て

病
名
を
列
記
す
る
。
こ
の
症
候
・
病
名
の
記
述
形
式
・
内
容
は
、
『
黄
帝
内
経
』
（
以
下
、
『
内
経
』
と
略
す
）
に
ほ
ぼ
継
承
さ
れ
て

い

る
。
『
霊
枢
』
経
脈
篇
（
『
太
素
』
巻
八
首
篇
。
以
下
、
経
脈
篇
と
略
す
。
）
は
脈
の
経
路
の
記
述
の
後
に
、
「
是
動
則
病
…
」
「
所
生

病
者
…
」
と
症
候
・
病
名
を
列
記
し
て
、
「
陰
陽
十
…
脈
灸
経
」
の
記
述
の
形
式
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
。
ま
た
、
出
入
り
は
あ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

の

の
、
そ
の
症
候
・
病
名
に
は
し
ば
し
ば
一
致
も
し
く
は
類
似
す
る
表
現
が
み
ら
れ
る
。

　
『

内
経
』
に
は
、
上
に
述
べ
た
脈
の
乱
れ
に
よ
っ
て
お
こ
る
病
症
を
注
釈
す
る
二
篇
の
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『
素
問
』
陽
明

脈
解
篇

（『
太
素
』
陽
明
脈
解
）
と
脈
解
篇
（
『
太
素
』
経
脈
病
解
）
で
あ
る
。
陽
明
脈
解
篇
は
、
足
の
陽
明
脈
の
病
症
だ
け
を
扱
い
、

陰
陽

五
行
説
の

立
場
か

ら
注
釈
す
る
論
文
で
あ
る
。
一
方
、
脈
解
篇
は
、
六
つ
の
経
脈
を
取
り
上
げ
、
陰
陽
説
の
立
場
か
ら
そ
の
病

症
に

注
釈

を
加
え
る
。
経
脈
は
太
陽
・
少
陽
・
陽
明
の
三
陽
と
太
陰
・
少
陰
・
蕨
陰
の
三
陰
で
示
さ
れ
、
手
足
の
区
別
は
な
い
が
、

そ
の
内
容
か
ら
足
の
経
脈
を
・
王
と
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

『

内
経
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
論
文
の
叙
述
形
式
は
、
問
答
形
式
と
論
述
形
式
に
分
か
れ
、
問
答
形
式
が
大
半
を
占
め
る
。
陽
明

脈
解
篇
は
問
答
形
式
、
脈
解
篇
は
論
述
形
式
の
論
文
で
あ
る
。
論
述
形
式
の
も
の
は
、
さ
ら
に
、
あ
る
主
題
に
つ
い
て
の
専
論
と
先
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行
す
る
論
文
を
注
釈
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
後
者
の
好
例
と
し
て
は
、
『
霊
枢
』
小
針
解
篇
が
あ
る
。
小
針
解
篇
は
、
『
霊
枢
』
九
針

十
二
原
篇
（
或
は
そ
の
祖
本
）
の
字
句
に
た
い
す
る
注
釈
で
あ
る
。
例
え
ば
、
九
針
十
二
原
篇
の
「
小
針
之
要
、
易
陳
而
難
入
、
麓
守

形
、
上
守
神
、
…
」
に
つ
い
て
、
小
針
解
篇
は
「
謂
ふ
所
の
易
陳
と
は
、
言
ひ
易
き
也
。
難
入
と
は
、
人
に
著
き
難
き
也
。
麓
守
形

と
は
、
刺
法
を
守
る
也
。
上
守
神
と
は
、
人
の
血
気
の
余
り
有
る
と
足
ら
ざ
る
と
を
守
り
、
補
写
す
べ
き
也
。
…
」
と
、
字
句
の
一
々

に

懇
切
丁
寧

な
注
を
つ
け
て
い
る
。
記
述
形
式
か
ら
み
て
、
ま
た
先
行
す
る
論
文
の
注
釈
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
脈
解
篇
は
小
針

解
篇

と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
論
文
で
あ
る
が
、
両
篇
の
注
釈
の
性
格
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
「
所
謂
…
者
」
と
い
う
形
式
で
引

用

し
た
字
句
に
た
い
し
て
、
脈
解
篇
で
は
そ
の
字
句
の
意
味
を
た
ど
る
こ
と
は
全
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
脈
解
篇
の
注
釈
の
方
法

は
、
先
ず
天
地
自
然
の
陰
陽
の
気
を
言
い
、
そ
れ
を
も
っ
て
人
体
の
気
の
状
態
の
説
明
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

記
述
形
式
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
脈
解
篇
は
病
症
を
注
釈
す
る
論
文
と
し
て
で
は
な
く
、
先
ず
陰
陽
論
と
し
て
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

一
、

十
二
消
息
卦
に
も
と
つ
く
病
症
注
釈
例

　
脈
解
篇

は
、
三
陰
三
陽
に
分
類
さ
れ
た
三
十
四
組
の
、
病
症
の
引
用
文
と
そ
れ
に
た
い
す
る
注
釈
文
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。
三
陰
三
陽
は
十
二
支
・
十
二
月
に
配
当
さ
れ
る
。
太
陽
は
正
月
・
寅
に
、
少
陽
は
九
月
・
戌
に
、
陽
明
は
五
月
・
午
に
、
太
陰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
十
一
月
・
子
に
、
少
陰
は
七
月
・
（
申
）
に
、
蕨
陰
は
三
月
・
辰
に
配
さ
れ
て
い
る
。
病
症
は
、
原
則
と
し
て
三
陰
三
陽
が
配
さ
れ

て

い

る
各
月
に
お
け
る
陰
陽
の
気
の
消
長
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
注
釈
の
主
要
な
立
場
は
陰
陽
消
息
観
で
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
。
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一
年
十
二
月
の
気
候
の
推
移
を
陰
陽
の
消
長
の
理
に
よ
っ
て
説
く
例
は
、
時
令
の
中
に
そ
の
萌
芽
が
み
ら
れ
る
が
、
前
漢
末
期
の

象
数
易
に
至
っ
て
、
陰
陽
の
消
長
が
卦
交
の
上
に
具
現
さ
れ
、
一
年
十
二
月
及
び
十
二
支
を
十
二
卦
に
配
当
し
て
、
こ
の
十
二
卦
を

も
っ
て
陰
陽
の
消
長
を
説
く
こ
と
が
広
く
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
脈
解
篇
に
は
、
「
易
」
や
「
卦
交
」
に
直
接
言
及
す
る
文
は

み

え
な
い
。
し
か
し
、
陰
陽
消
息
に
基
づ
く
そ
の
注
釈
に
は
、
明
ら
か
に
十
二
消
息
卦
を
前
提
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
。

　
以
下
で

は
先
ず
、
病
症
の
注
釈
が
十
二
消
息
卦
の
陰
陽
消
長
に
よ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
中
心
に
脈
解
篇
の
記
述
を
検
討

し
て
ゆ
く
。
な
お
、
各
経
脈
の
病
症
と
そ
の
注
釈
の
組
を
経
脈
ご
と
に
脈
解
篇
の
記
載
順
に
算
用
数
字
で
表
し
た
。

　
　
太

陽
ー
1
　
謂
ふ
所
の
「
腫
れ
、
腰
・
雁
痛
む
」
と
は
、
正
月
、
太
陽
、
寅
な
り
。
寅
は
、
太
陽
也
。
正
月
、
陽
気
出
で
て
上

　
　
に

在

り
、
而
れ
ど
も
陰
気
盛
ん
に
し
て
、
陽
未
だ
自
ら
次
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
也
。
故
に
腫
れ
腰
・
推
痛
む
也
。

　
「

腰
雅
痛
」
の
椎
は
、
尻
の
こ
と
。
こ
の
病
症
は
、
「
陰
陽
十
一
脈
灸
経
」
の
足
の
鉦
陽
脈
の
所
産
病
、
「
足
腎
十
一
脈
灸
経
」
の

足
泰
陽
脈
、
ま
た
経
脈
篇
の
膀
胱
足
太
陽
脈
の
所
生
病
に
み
え
る
。
し
か
し
、
「
腫
」
は
い
ず
れ
に
も
み
え
な
い
。

　
正
月
・
寅
は
十
二
消
息
卦
で
は
泰
≡
＝
一
に
あ
た
る
。
唐
の
李
鼎
詐
の
『
周
易
集
解
』
（
以
下
、
『
集
解
』
と
略
す
）
乾
卦
九
三
に
引

く
干
宝
注
に
、
「
陽
　
九
三
に
在
り
、
正
月
の
時
、
泰
よ
り
来
る
な
り
、
陽
気
始
め
て
地
上
に
出
で
て
接
し
て
物
を
動
か
す
」
と
。
し

か

し
、
四
交
か
ら
六
交
ま
で
は
陰
交
で
陰
気
も
ま
だ
盛
ん
で
あ
る
。
『
集
解
』
泰
卦
六
四
に
引
く
虞
翻
注
に
、
三
二
陰
　
陽
に
乗
り
て
、

之
が
応

を
得
ず
L
と
。
し
た
が
っ
て
、
陽
気
は
ま
だ
こ
の
月
を
完
全
に
は
主
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
脈
解
篇
は
、
こ
の
後
た
だ
ち
に

「

故
に

腫

れ
、
腰
帷
痛
む
也
」
と
結
ぶ
。
ほ
と
ん
ど
の
病
症
注
釈
に
お
い
て
は
、
天
地
万
物
の
陰
陽
の
消
長
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
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そ
こ
で
注
釈
が
完
了
す
る
。
注
釈
の
中
で
蔵
府
経
絡
な
ど
の
人
体
に
言
及
す
る
も
の
は
、
全
三
十
四
例
の
う
ち
七
例
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
太
陽

ー
4
　
謂
ふ
所
の
㍉
耳
鳴
L
と
は
、
陽
気
万
物
盛
ん
に
上
り
て
躍
る
。
故
に
耳
鳴
る
也
。

　

こ
の
病
症
は
、
二
つ
の
「
灸
経
」
・
経
脈
篇
の
い
ず
れ
に
も
み
え
な
い
。
あ
る
い
は
、
「
陰
陽
十
一
脈
灸
経
し
に
「
耳
彊
」
と
あ
る

の

が

そ
れ
か
。
『
霊
枢
』
経
筋
篇
の
「
手
太
陽
之
筋
」
に
、
「
其
の
病
は
…
耳
中
に
応
じ
て
鳴
痛
す
」
と
あ
る
。

　

こ
の
月
は
陽
気
が
盛
ん
で
あ
り
、
万
物
の
気
も
躍
り
上
が
ろ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
ま
だ
上
に
達
す
べ
き
と
き
で
は
な
い
の
で
、

陽
気
が
耳
を
衝
け
ば
耳
鳴
り
と
い
う
病
症
が
現
れ
る
。
こ
の
注
釈
は
、
『
易
』
乾
卦
九
四
の
交
辞
の
「
或
い
は
躍
ら
ん
と
し
て
淵
に
在

り
」
を
思
わ
せ
る
。
乾
卦
九
四
の
陽
交
は
、
十
二
消
息
卦
の
大
壮
＝
一
≡
に
由
来
す
る
と
い
う
の
は
、
干
宝
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『

集
解
』
乾
卦
九
四
に
引
く
干
宝
注
に
、
「
陽
気
　
四
に
在
り
、
二
月
の
時
、
大
壮
よ
り
来
る
也
、
四
は
虚
中
也
、
躍
る
と
は
暫
く
起

こ
る
の
言
、
既
に
地
に
安
ん
ぜ
ず
、
而
れ
ど
も
未
だ
天
に
飛
ぶ
能
は
ざ
る
也
」
と
。
大
壮
は
二
月
の
陰
陽
を
象
る
。
し
た
が
っ
て
、

正

月
に
陽
気
が
盛
ん
に
な
り
す
ぎ
て
第
四
交
の
位
置
ま
で
上
る
の
は
、
気
が
時
に
先
ん
じ
て
至
る
太
過
の
状
態
を
表
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　

　
　
少
陽

ー
1
　
謂
ふ
所
の
「
心
・
脇
痛
む
」
と
は
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
少
陽
は
戌
也
。
戌
は
心
の
表
る
る
所
也
。
九
月
、
陽
気
尽

　
　

き
ん
と
し
て
陰
気
盛
ん
な
り
。
故
に
心
・
脇
痛
む
也
。

　
「

足
腎
十
一
脈
灸
経
」
の
足
少
陽
脈
の
病
症
に
「
脇
痛
」
と
あ
り
、
「
陰
陽
十
一
脈
灸
経
」
の
足
少
陽
脈
の
是
憧
病
に
「
心
与
脇
痛
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
あ
り
、
ま
た
経
脈
篇
の
謄
足
少
陽
脈
の
是
動
病
に
「
心
脇
痛
」
と
あ
る
。
心
痛
は
左
胸
部
を
中
心
と
し
た
察
痛
を
い
う
。
足
少
陽

脈
は

外
眼
角
に
起
こ
り
体
の
外
側
を
下
降
す
る
が
、
経
路
の
途
中
で
は
訣
盆
（
鎖
骨
部
の
く
ぼ
み
）
か
ら
披
（
腋
）
に
下
り
、
胸
を

循
り
季
脇
部
を
過
る
。

　
戌
・
九
月
に
配
さ
れ
る
十
二
消
息
卦
は
剥
≡
＝
で
あ
る
。
陰
気
が
盛
ん
で
五
交
の
位
置
ま
で
伸
び
、
陽
気
が
将
に
尽
き
よ
う
と
し
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て

い

る
。
そ
の
結
果
、
少
陽
脈
に
病
が
発
し
て
、
胸
部
と
季
脇
部
に
痛
み
が
で
る
。

　
　
少
陽

ー
3
　
謂
ふ
所
の
「
甚
だ
し
け
れ
ば
則
ち
躍
る
」
と
は
、
九
月
、
万
物
尽
く
衰
へ
、
草
木
畢
く
落
ち
て
堕
つ
。
則
ち
気
　
陽

　
　

を
去
り
て
陰
に
之
く
。
気
盛
ん
に
し
て
陽
の
下
　
長
ず
。
故
に
躍
る
と
謂
ふ
。

　
「

甚
則
躍
」
は
、
脈
解
篇
に
始
め
て
み
え
る
病
症
で
あ
る
。

　
剥
卦
の

象
伝

に
、
「
往
く
仮
有
る
に
利
あ
ら
ざ
る
は
、
小
人
長
ず
る
也
」
と
。
『
集
解
』
引
く
鄭
玄
注
に
、
「
陰
気
　
陽
を
浸
し
、
上

り
五
に
至
る
、
万
物
零
落
す
、
故
に
之
を
剥
と
謂
ふ
也
、
五
陰
一
陽
、
小
人
極
め
て
盛
ん
に
し
て
、
君
子
之
く
所
有
る
べ
か
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ア
　

故
に

往

く
枚
有
る
に
利
あ
ら
ざ
る
也
」
と
。
剥
は
剥
落
の
意
味
で
あ
る
。
陰
が
下
か
ら
成
長
し
て
五
交
の
位
置
ま
で
上
り
、
残
る
一

陽
が
今
に

も
剥
ぎ
落
と
さ
れ
、
尽
き
よ
う
と
し
て
い
る
。
陰
が
盛
ん
に
な
り
陽
の
衰
え
る
時
、
草
木
が
枯
れ
て
葉
を
落
と
す
時
、
小

人
が
栄
え
て
君
子
が
困
窮
す
る
時
で
あ
る
。
「
気
盛
而
陽
之
下
長
」
を
、
剥
卦
の
象
に
従
い
、
陰
気
が
盛
ん
に
な
っ
て
一
陽
の
下
に
成

長
す

る
意
味
に
と
り
、
上
の
よ
う
に
読
ん
だ
が
、
歴
代
の
注
は
「
（
陰
）
気
盛
ん
に
し
て
陽
　
下
に
之
き
長
ず
」
と
読
む
。
ま
た
、
誤

脱
を
疑
う
者
も
あ
り
、
難
読
の
文
で
あ
る
。
楊
上
善
は
「
陰
気
地
上
に
盛
ん
に
し
て
、
陽
気
地
下
に
在
り
、
万
物
の
根
を
勇
動
し
て
、

其
の

内
を
し
て
長
ぜ
し
む
」
と
注
し
、
地
下
に
在
る
陽
気
が
万
物
の
根
を
成
長
さ
せ
る
よ
う
に
、
陽
気
が
両
足
に
降
り
る
か
ら
「
躍

る
」
の
だ
と
解
釈
す
る
。

　
　
陽
明

ー
1
　
謂
ふ
所
の
「
酒
酒
振
寒
す
」
と
は
、
陽
明
は
午
也
。
五
月
、
盛
陽
の
陰
也
。
陽
盛
ん
に
し
て
陰
気
之
に
加
ふ
。
故

　
　
に

洒
酒
振
寒
す
る
也
。

　
「

陰
陽

十
一
脈
灸
経
」
の
足
陽
明
脈
に
「
是
憧
則
病
洒
酒
病
寒
」
と
、
経
脈
篇
の
胃
足
陽
明
脈
に
「
是
動
則
酒
酒
振
寒
」
と
あ
る
。

ぞ

く
ぞ
く
と
さ
む
け
が
す
る
こ
と
。
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午
・
五
月
に
配
さ
れ
る
消
息
卦
は
垢
一
一
≡
で
あ
る
。
盛
ん
な
る
陽
に
一
陰
が
加
わ
る
が
、
こ
の
陰
は
壮
ん
な
る
陰
で
あ
る
。
垢
卦

の

卦
辞
に

「

女
壮
ん
な
り
、
用
て
女
を
取
る
な
か
れ
」
と
。
『
集
解
』
引
く
鄭
玄
注
に
二
陰
　
五
陽
を
承
く
、
一
女
　
五
男
に
当
る
L

と
。
同
じ
く
虞
翻
注
に
「
巽
は
長
女
な
り
、
女
壮
ん
に
し
て
、
傷
る
也
、
陰
　
陽
を
傷
る
」
と
。
垢
卦
の
内
卦
一
＝
は
巽
で
、
説
卦
伝

に

「

長
女
と
為
す
」
と
。
一
陰
な
が
ら
も
勤
猛
な
る
陰
気
が
に
わ
か
に
陽
に
加
わ
る
と
ぞ
く
ぞ
く
と
さ
む
け
が
す
る
（
楊
上
善
注
）
。

　
　
陽
明
1
2
　
謂
ふ
所
の
「
脛
腫
れ
て
股
収
ま
ら
ず
」
と
は
、
是
れ
五
月
、
盛
陽
の
陰
也
。
陽
は
五
月
に
衰
へ
て
、
一
陰
気
上
り
、

　
　
陽
と
始
め
て
争
ふ
。
故
に
脛
腫
れ
て
股
収
ま
ら
ざ
る
也
。

　

こ
の
病
症
は
他
に
は
み
え
な
い
。
類
似
の
文
は
、
『
霊
枢
』
経
脈
篇
の
第
三
段
（
『
太
素
』
十
五
絡
脈
）
の
絡
脈
の
経
路
と
病
症
を

述

べ

る
部
分
に
「
足
陽
明
の
別
、
名
づ
け
て
豊
隆
と
日
ふ
。
…
其
の
病
…
虚
す
れ
ば
則
ち
足
収
ま
ら
ず
、
脛
枯
る
」
と
み
え
る
。
注

釈
の

部
分

は
「
酒
洒
振
寒
」
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
。
病
症
と
注
釈
の
関
連
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
楊
上
善
注
に
「
腰
已
上
を
陽
と
為

し
、
腰
以
下
を
陰
と
為
す
。
五
月
、
一
陰
気
有
り
、
下
に
在
り
て
始
め
て
生
じ
、
陽
と
交
争
す
。
陽
強
く
上
に
実
し
、
陰
弱
く
下
に

虚

す
。
故
に
脛
腫
れ
、
股
収
ま
ら
ざ
る
也
」
と
。
身
体
の
陰
分
に
陰
気
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
腰
か
ら
下
が
虚
し
、
脛
が
腫
れ
て

股
関
節
が
弛
緩
す
る
。
「
股
不
収
」
の
意
味
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
　
太
陰

i
1
　
謂
ふ
所
の
「
脹
を
病
む
」
と
は
、
太
陰
は
子
也
。
十
一
月
、
万
物
の
気
皆
中
に
蔵
さ
る
。
故
に
脹
を
病
む
と
日
ふ
。

　

「

足
腎
十
一
・
脈
灸
経
」
の
足
泰
陰
脈
に
「
其
の
病
…
腹
痛
み
、
腹
張
（
脹
）
り
、
…
食
を
書
（
嗜
）
ま
ず
、
善
く
意
（
臆
）
す
」

と
、
「
陰
陽
十
一
脈
灸
経
」
の
足
太
陰
脈
に
「
是
れ
動
ず
れ
ば
則
ち
上
口
心
に
走
り
、
腹
を
し
て
張
（
脹
）
ら
し
め
、
善
く
臆
し
、
食

へ
ば
欧
（
嘔
）
か
ん
と
欲
す
る
を
病
む
。
後
と
気
と
を
得
れ
ば
則
ち
快
（
快
）
然
と
衰
ふ
」
と
。
腹
が
は
っ
て
、
よ
く
お
く
び
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
、
食
べ
る
と
は
き
そ
う
に
な
る
。
そ
の
症
状
は
大
便
と
ガ
ス
が
で
る
と
す
う
っ
と
し
り
ぞ
く
。
ま
た
経
脈
篇
の
脾
足
太
陰
脈
に
「
是
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れ
動
ず

れ
ば

則

ち
…
食
へ
ば
則
ち
嘔
き
、
胃
院
痛
み
、
腹
脹
れ
、
善
く
臆
す
る
を
病
む
。
後
と
気
と
を
得
れ
ば
則
ち
快
然
と
衰
ふ
る

が
如

し
L
と
。

　
子
・
十
一
月
の
消
息
卦
は
復
一
一
≡
一
で
あ
る
。
一
陽
が
始
め
て
下
に
生
じ
、
陽
気
が
動
き
だ
す
時
で
あ
る
が
、
そ
の
陽
気
は
な
お
ま

だ

地
中
に
在
る
。
乾
卦
の
文
言
伝
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
潜
龍
用
ゐ
る
な
か
れ
、
陽
気
潜
蔵
す
」
る
時
で
あ
る
。
『
集
解
』
引
く
何
妥
注

に

「

十
一
月
に
当
り
て
、
陽
気
動
く
と
錐
も
猶
ほ
地
中
に
在
り
」
と
。
人
体
に
お
い
て
は
、
十
一
月
は
陰
気
が
盛
ん
な
と
き
で
あ
り
、

陰
気
が
内
に
聚
る
と
き
で
あ
る
。
生
じ
た
ば
か
り
の
一
陽
の
気
は
ま
だ
微
弱
で
あ
り
、
外
に
通
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

腹
が

は
る
の
で
あ
る
（
楊
上
善
注
に
よ
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
太
陰

ー
4
　
謂
ふ
所
の
「
後
と
気
と
を
得
れ
ば
則
ち
快
然
と
し
て
衰
ふ
」
と
は
、
十
一
月
、
陰
気
下
に
衰
へ
て
陽
気
且
に
出
で

　
　
ん

と
す
。
故
に
後
と
気
と
を
得
れ
ば
則
ち
快
然
と
し
て
衰
ふ
と
日
ふ
也
。

　

こ
の
病
症
も
「
陰
陽
十
一
脈
灸
経
」
と
経
脈
篇
に
み
え
た
。

　
十
一
月
は
陰
気
が
盛
ん
で
内
に
聚
る
た
め
に
、
腹
が
脹
る
病
状
が
現
れ
る
が
、
下
に
一
陽
が
現
れ
て
陽
気
が
出
よ
う
と
す
る
と
き

で

も
あ
る
。
こ
の
下
に
在
る
陽
気
の
力
で
腸
内
の
便
と
ガ
ス
が
う
ま
く
体
外
に
排
出
さ
れ
れ
ば
、
快
然
と
腹
の
脹
れ
る
症
状
が
と
れ

る
と
い
う
。

　
　
少

陰
1
2
　
謂
ふ
所
の
「
嘔
歎
し
、
上
気
し
て
喘
ぐ
」
と
は
、
陰
気
下
に
在
り
、
陽
気
上
に
在
り
。
諸
も
ろ
の
陽
気
浮
き
て
、

　
　
依

り
従
ふ
所
無
し
。
故
に
嘔
歎
し
、
上
気
し
て
喘
ぐ
也
。

　
「

陰
陽

十
一
脈
灸
経
」
の
是
動
病
に
「
喝
喝
と
し
て
喘
ぐ
が
如
し
…
欽
す
れ
ば
則
ち
血
有
り
」
と
。
所
産
病
に
「
上
気
…
歎
」
と

あ
る
。
経
脈
篇
の
是
動
病
に
「
歎
し
唾
す
れ
ば
則
ち
血
有
り
。
喝
喝
と
し
て
喘
ぐ
」
と
、
所
生
病
に
「
上
気
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
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「

荻
則
有
血
」
は
後
で
別
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
注
釈
を
加
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
の
「
嘔
荻
」
は
他
に
は
み
え
な
い
付
加
文
で

あ
る
。
是
動
病
の
病
症
は
、
五
蔵
六
府
の
荻
を
分
類
す
る
『
素
問
』
荻
論
篇
の
「
肺
荻
の
状
、
荻
し
て
喘
息
し
音
有
り
、
甚
だ
し
け

れ
ば

則

ち
血
を
唾
す
」
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

　
申
・
七
月
の
消
息
卦
は
否
一
一
＝
＝
で
、
三
陽
が
上
に
、
三
陰
が
下
に
在
り
、
天
気
が
上
昇
し
て
降
ら
ず
、
地
気
が
沈
下
し
て
上
昇
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ず
、
天
地
の
二
気
が
交
わ
ら
な
い
と
き
、
陰
陽
二
気
が
隔
絶
す
る
と
き
で
あ
る
。
人
体
で
も
、
陰
気
と
陽
気
が
和
せ
ず
、
陽
気
が
上

昇

し
て
、
喘
ぎ
、
よ
く
嘔
歎
す
る
。

　
以
上

を
病
症
の
注
釈
部
分
と
消
息
卦
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
（
た
だ
し
、
蕨
陰
の
ー
、

は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
）

正
月
・
寅
・
泰
＝
一
一
一
丁
太
陽
（
全
七
病
症
）

　

1
「
正
月
、
太
陽
、
寅
。
寅
、
太
陽
也
。
正
月
、
陽
気
出
在
上
、
而
陰
気
盛
、
陽
未
得
自
次
也
。
」

　

4
「
陽
気
万
物
盛
上
而
躍
。
」

三
月
・
辰
・
央
一
一
一
≡
・
蕨
陰
（
全
四
病
症
）

　

1
「
蕨
陰
者
辰
也
。
三
月
、
陽
中
之
陰
。
邪
在
中
。
」

五
月
・
午
・
垢
≡
≡
・
陽
明
（
全
八
病
症
）

　

1
「
陽
明
者
午
也
。
五
月
、
盛
陽
之
陰
也
。
陽
盛
而
陰
気
加
之
。
」

　

2
「
是
五
月
、
盛
陽
之
陰
也
。
陽
者
衰
於
五
月
、
而
一
陰
気
上
、
与
陽
始
争
。
」

少
陰
の
ー
は
本
文
で
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七
月
・
申
・
否
一
≡
〒
少
陰
（
全
八
病
症
）

　

1
「
七
月
、
万
物
陽
気
皆
傷
。
」

　

2
「
陰
気
在
下
、
陽
気
在
上
。
諸
陽
気
浮
、
無
所
依
従
。
」

九
月
・
戌
・
剥
＝
≡
丁
少
陽
（
全
三
病
症
）

　

1
「
言
少
陽
戌
也
。
」
「
九
月
、
陽
気
尽
而
陰
気
盛
。
」

　

3
「
九
月
、
万
物
尽
衰
、
草
木
畢
落
而
堕
、
則
気
去
陽
而
之
陰
。

十
一
月
・
子
・
復
＝
≡
一
・
太
陰
（
全
四
病
症
）

　

1
「
太
陰
、
子
也
。
十
一
月
、
万
物
気
皆
蔵
於
中
。
」

　

4
「
十
一
月
、
陰
気
下
衰
、
而
陽
気
且
出
。
」

気
盛
而
陽
之
下
長
。
L

　
注
釈

文
と
消
息
卦
を
対
照
す
る
と
、
陽
明
の
ー
・
2
、
少
陰
の
2
、
少
陽
の
ー
・
3
、
太
陰
の
4
の
注
釈
文
は
、
明
ら
か
に
そ
れ

ぞ

れ
の

月
の
消
息
卦
の
陰
陽
消
長
に
つ
い
て
記
述
す
る
も
の
で
あ
る
。
象
数
易
に
お
い
て
は
、
卦
交
お
よ
び
暦
の
う
え
に
現
わ
さ
れ

た

陰
陽
消
息
観
に
よ
っ
て
、
卦
交
辞
の
新
し
い
解
釈
が
行
な
わ
れ
、
人
事
の
占
候
が
行
な
わ
れ
た
。
脈
解
篇
の
作
者
は
、
経
脈
の
病

症
に

た
い
し
て
そ
れ
を
行
な
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
注
釈
の
ス
タ
イ
ル
は
、
「
十
二
月
卦
は
孟
氏
章
句
よ
り
出
づ
。
其
の
易
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ね

説

く
や
、
気
に
本
づ
き
、
而
る
後
に
人
事
を
以
て
之
を
明
ら
か
に
す
」
と
い
う
象
数
易
の
方
法
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
と
い
っ

て

よ
い
。
注
釈
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
み
て
、
三
陰
三
陽
説
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
脈
の
病
症
は
、
お
そ
ら
く
当
時
の
医
家
に
と
っ
て
既

に

『

易
』
の
卦
交
辞
に
も
擬
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
権
威
を
有
し
て
い
た
、
と
推
測
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う
。
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し
か
し
、
上
に
み
た
の
は
「
腫
、
腰
雅
痛
」
「
心
脇
痛
」
「
甚
則
躍
」
「
洒
洒
振
寒
」
な
ど
、
比
較
的
簡
単
な
病
症
記
述
に
た
い
す
る

も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
よ
り
複
雑
な
病
症
記
述
に
つ
い
て
は
消
息
卦
に
現
わ
さ
れ
た
陰
陽
消
長
の
象
に
よ
る
だ
け
で
は
説
明
し
切

れ

な
い
し
、
前
後
に
矛
盾
も
生
じ
て
く
る
。
ま
た
消
息
卦
は
具
象
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
説
得
力
も
強
い
が
、
そ
の
分
融
通
性
に
欠
け

る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
否
め
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
つ
ぎ
に
引
用
す
る
よ
う
な
簡
単
な
病
症
記
述
に
お
い
て
さ
え
、
本
の
消
息
卦
の

象
か
ら
離
れ
た
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
太

陽
ー
5
　
謂
ふ
所
の
「
甚
だ
し
け
れ
ば
則
ち
狂
・
顧
疾
」
と
は
、
陽
尽
く
上
に
在
り
て
陰
気
下
に
従
ひ
、
下
虚
し
上
実
す
。

　
　
故
に

狂
・
顕
疾
也
。

　
病
症
の

注
釈
に

た

い

す
る
楊
上
善
の
注
は
、
「
三
陽
交
　
三
陰
と
争
ひ
て
、
三
陽
倶
に
勝
ち
、
尽
く
頭
に
在
る
を
、
上
実
と
為
す
。

三
陰
下
に

従
ふ
は
、
即
ち
下
虚
と
為
す
。
是
に
於
い
て
病
を
発
し
、
衣
を
脱
ぎ
上
に
登
り
、
馳
走
し
て
妄
言
す
、
即
ち
之
を
狂
と
謂

ふ
。
橿
朴
し
て
倒
る
、
遂
に
之
を
顛
と
謂
ふ
也
」
と
。
正
月
の
消
息
卦
で
あ
る
泰
一
≡
＝
に
具
現
さ
れ
た
陰
陽
の
気
の
正
常
な
在
り
よ

う
で
は
、
三
陽
の
気
は
下
に
在
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
陽
気
の
勢
力
が
強
す
ぎ
て
陰
気
の
位
を
犯
せ
ば
、
陽
気
が
上
に
実
し
、

為
に

下
が
虚

し
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
狂
と
癩
疾
の
病
が
発
す
る
と
い
う
。
同
様
に
消
息
卦
を
離
れ
た
注
釈
の
例
は
、
太
陽
の
3
、

陽
明

の

3
・
4
、
蕨
陰
の
3
・
4
に
も
み
え
る
。
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二
、
時
令
に
も
と
つ
く
病
症
注
釈
例

つ

ぎ
に
、
消
息
卦
の
具
象
か
ら
一
歩
後
退
し
て
、
よ
り
融
通
性
の
あ
る
時
令
の
陰
陽
消
息
に
も
と
つ
い
て
病
症
の
注
釈
を
し
て
い



る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
検
討
す
る
。

　
　
太
陽

ー
2
　
　
「
偏
虚
し
破
を
為
す
」
と
は
、
正
月
陽
気
凍
解
地
気
而
出
也
。
謂
ふ
所
の
「
偏
虚
す
」
と
は
、
冬
寒
く
頗
る
足
ら

　
　
ざ
る
者
有
り
。
故
に
偏
虚
し
て
破
を
為
す
也
。

　
「
偏
虚
為
破
」
は
、
半
身
が
虚
し
て
破
行
す
る
こ
と
。
こ
の
病
症
は
こ
の
ま
ま
の
文
で
は
他
に
み
え
な
い
が
、
「
足
腎
十
一
脈
灸
経
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
　

に

は
、
「
足
小
指
の
廃
を
病
む
」
と
あ
り
、
足
の
小
指
の
不
随
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
　
「
陰
陽
十
↓
脈
灸
経
」
の
所
産
病
は
「
足
小
指

痺
」
と
し
、
経
脈
篇
の
所
生
病
は
「
小
指
不
用
」
と
す
る
。
蕨
の
種
類
・
病
状
・
病
因
を
論
ず
る
『
素
問
』
蕨
論
篇
に
三
陰
三
陽
の

六
経
脈
の

蕨

を
説
く
条
が
あ
る
。
そ
こ
に
、
「
巨
陽
の
蕨
は
則
ち
腫
首
・
頭
重
、
足
行
く
能
は
ず
、
発
し
て
胸
什
を
為
す
」
と
。
「
巨

陽
」
と
は
、
「
陰
陽
十
一
脈
灸
経
」
が
「
距
陽
」
に
作
る
の
と
同
じ
で
、
足
太
陽
脈
を
指
す
。
足
の
太
陽
脈
の
気
が
逆
上
す
る
と
、
頭

部
の
腫
れ
や
頭
重
感
、
歩
行
困
難
の
症
状
等
が
現
れ
る
。

　
病
症
を
注
釈
す
る
「
正
月
陽
気
凍
解
地
気
而
出
也
」
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
読
み
難
い
。
だ
が
、
こ
れ
が
十
二
紀
・
月
令
の
孟
春
之

月
の
「
東
風
解
凍
」
に
も
と
つ
い
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
こ
で
、
楊
上
善
は
、
「
正
月
己
に
三
陽
有
り
、
故
に
凍
解
け
、
陽
気

地
に

出
つ
る
也
」
と
解
釈
す
る
。
前
後
の
文
の
内
容
か
ら
み
て
妥
当
な
解
釈
と
思
わ
れ
る
。
次
の
「
冬
寒
頗
有
不
足
者
」
に
つ
い
て
、

楊
上
善

は
泰
卦
の
象
を
踏
ま
え
て
注
を
つ
け
る
。
「
先
に
三
陰
有
り
、
故
に
猶
ほ
冬
寒
有
り
、
陽
気
足
ら
ざ
る
也
。
人
身
も
亦
爾
り
、

半
陽
足
ら
ず
、
故
に
偏
虚
す
」
と
。
正
月
の
陰
陽
の
気
は
、
泰
卦
≡
一
一
一
に
具
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
三
陽
の
気
が
凍
を
解
か
し
て
地

上
に

現
れ
て

い

る
が
、
一
方
で
は
三
陰
の
気
が
ま
だ
陽
気
の
上
に
あ
り
、
全
身
を
満
た
す
に
は
陽
気
が
不
足
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て

半
身
の
陽
気
が
虚
し
て
破
行
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
少
陽

ー
2
　
謂
ふ
所
の
「
反
側
す
べ
か
ら
ず
」
と
は
、
陰
気
　
物
を
蔵
す
る
也
。
物
蔵
せ
ら
る
れ
ば
則
ち
動
か
ず
。
故
に
反
側
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す
べ
か
ら
ざ
る
也
。

　
「

陰
陽
十
一
脈
灸
経
」
の
是
憧
（
動
）
病
に
「
不
可
以
反
稜
（
側
）
」
と
。
ま
た
経
脈
篇
の
是
動
病
に
「
不
能
転
側
」
と
あ
る
。
胸

部
や

脇
腹
の

痛
み

の

た
め
に
寝
返
り
を
う
つ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

　
月
令
・
季
秋
之
月
に
、
「
是
の
月
や
、
申
ね
て
厳
し
く
号
令
し
、
百
官
に
命
じ
て
貴
賎
を
し
て
内
に
務
め
ざ
る
こ
と
無
く
、
以
て
天

地
の

蔵

を
会
め
て
、
宣
出
す
る
こ
と
無
か
ら
し
む
」
と
。
秋
の
終
り
の
月
は
、
五
穀
の
収
穫
を
終
え
屋
外
で
の
労
働
を
終
え
て
万
民

が
室

内
に
入
る
時
で
あ
る
。
万
物
も
静
か
に
動
か
な
く
な
る
時
で
あ
る
。
次
の
一
例
も
時
令
の
陰
陽
観
を
踏
ま
え
た
も
の
と
解
し
て

よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
少

陰
1
5
　
謂
ふ
所
の
「
恐
る
る
こ
と
人
将
に
之
を
捕
へ
ん
と
す
る
が
如
し
」
と
は
、
秋
気
、
万
物
未
だ
畢
く
は
去
る
こ
と
を

　
　
　
　
ロ
ざ

　
　
得
ず
、
陰
気
少
な
く
、
陽
気
入
れ
ば
、
陰
陽
相
薄
る
。
故
に
恐
る
る
也
。

　

こ
の
症
状
は
、
「
陰
陽
十
一
脈
灸
経
」
の
是
動
病
、
経
脈
篇
の
是
動
病
に
み
え
る
。
こ
こ
ろ
は
お
び
え
て
、
他
人
が
い
ま
に
も
捕
ま

え
に
く
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
。

　
七
月
は
、
秋
の
始
め
で
、
粛
殺
の
気
に
よ
っ
て
万
物
は
衰
弱
し
始
め
る
が
、
ま
だ
悉
く
枯
れ
落
ち
る
に
は
い
た
ら
な
い
。
ま
た
「
涼

風
至

り
、
白
露
降
る
」
（
月
令
、
孟
秋
之
月
）
が
、
ま
だ
寒
気
は
弱
く
、
と
き
に
は
暑
さ
が
ぶ
り
返
す
。
し
か
し
、
そ
の
暑
さ
も
ま
た

強
く
は
な
い
。
陰
気
が
少
な
い
と
こ
ろ
に
陽
気
が
侵
入
し
互
い
に
ぶ
つ
か
り
あ
う
が
、
二
気
と
も
に
弱
く
、
ど
ち
ら
も
勝
て
ず
互
い

に

恐
れ

る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
故
に
恐
れ
る
と
い
う
（
楊
上
善
注
に
よ
る
）
。
次
の
例
は
、
二
つ
の
病
症
の
組
み
合
わ
さ
れ
た
記
述
に

た
い
し
て
、
消
息
卦
と
時
令
の
両
方
を
用
い
て
注
釈
す
る
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ほ
　

　
　
少

陰
1
3
　
謂
ふ
所
の
「
邑
邑
と
し
て
久
し
く
立
つ
能
は
ず
、
久
し
く
坐
し
て
起
き
ん
と
す
れ
ば
則
ち
目
航
硫
と
し
て
見
る
所
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無

し
L
と
は
、
万
物
の
陰
陽
定
ま
ら
ず
、
未
だ
主
有
ら
ざ
る
也
。
秋
気
始
め
て
至
り
、
微
霜
始
め
て
下
り
て
方
に
万
物
を
殺
さ

　
　
ん

と
す
。
陰
陽
内
に
奪
ふ
。
故
に
目
慌
慌
と
し
て
見
る
所
無
き
也
。

　
「

陰
陽

十
一
脈
灸
経
」
の
是
動
病
に
「
坐
し
て
起
き
ん
と
す
れ
ば
則
ち
目
膜
と
し
て
見
る
こ
と
母
き
が
如
し
」
と
。
経
脈
篇
の
是

動
病
に

「

坐

し
て
起
き
ん
と
欲
せ
ば
、
目
慌
肢
と
し
て
見
る
所
無
き
が
如
し
」
と
。
慌
は
「
目
明
ら
か
な
ら
ざ
る
」
さ
ま
（
『
集
韻
』

上
三
十
七
蕩
）
。
す
わ
っ
て
い
て
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
と
目
の
前
が
ぼ
う
っ
と
す
る
こ
と
。
「
邑
邑
不
能
久
立
」
は
ほ
か
に
は
み
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

な
い
。
「
邑
邑
」
は
不
安
で
落
ち
着
か
な
い
さ
ま
。

　
七
月
は
否
卦
が
示
す
よ
う
に
、
陰
陽
が
と
も
に
三
交
ず
つ
あ
り
、
陰
陽
の
気
が
均
し
く
ど
ち
ら
が
主
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

人
に

お

い

て

も
気
が
落
ち
着
か
ず
、
長
く
は
立
っ
て
い
ら
れ
ず
、
立
っ
た
り
座
っ
た
り
す
る
。
し
か
し
、
陰
気
が
次
第
に
伸
び
、
陽

気
が
衰

え
て
ゆ
く
と
き
で
あ
り
、
秋
の
粛
殺
の
気
の
働
き
が
始
ま
る
と
き
で
も
あ
る
。
秋
殺
の
気
に
よ
っ
て
体
内
の
陰
陽
の
気
が
と

も
に
不
足
す
る
と
、
た
ち
く
ら
み
す
る
。

　
十
二
紀
・
月
令
で
は
「
霜
始
め
て
降
る
」
の
は
季
秋
の
月
で
あ
る
。
孟
秋
の
月
に
「
涼
風
至
り
、
白
露
降
る
」
と
い
う
に
よ
れ
ば
、

脈
解
篇
の

「

微
霜
」
は
白
露
の
こ
と
か
。
楊
上
善
注
に
「
本
の
露
に
作
る
有
り
…
本
の
十
月
に
作
る
者
有
り
」
と
あ
る
か
ら
、
伝
写

の

過
程
で
七
月
を
十
月
に
誤
り
、
つ
い
で
露
を
霜
に
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
病
症
記
述
が
す
こ
し
複
雑
に
な
る
と
消
息
卦
に
よ
る
注
釈
は
す
ぐ
に
限
界
を
露
呈
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
陽
明
脈

の

病
症
注
釈

（
5
・
6
・
7
）
に
お
い
て
最
も
顕
著
で
あ
る
。

　
以
上
、
二
章
に
わ
た
っ
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
脈
解
篇
の
方
法
を
「
陰
陽
消
息
観
⊥
二
陰
三
陽
説
ー
経
脈
病
症
」
と
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
陰
陽
消
息
観
、
特
に
第
一
章
で
考
察
し
た
十
二
消
息
卦
に
具
現
さ
れ
た
陰
陽
消
息
観
は
象
数
易
の
宇
宙
論
を
構
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成
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
脈
解
篇
の
作
者
は
「
陰
陽
消
息
観
⊥
二
陰
三
陽
説
」
の
関
係
を
介
し
て
医
学
（
経
脈
病
症
）
を

易
の
宇
宙
論
に
結
び
つ
け
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
次
章
以
降
で
は
「
象
数
易
ー
医
学
」
及
び
「
三
陰
三
陽
説
1
医
学
」
の
関
係

を
他
の
資
料
に
基
づ
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
。

三
、
象
数
易
と
医
学

　
脈
解
篇
が
象
数
易
の
卦
交
辞
解
釈
の
方
法
と
経
脈
病
症
と
を
結
び
つ
け
た
こ
と
と
関
連
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
『
易
緯
通
卦
験
』

で

あ
る
。
緯
書
に
は
医
学
に
関
す
る
記
述
が
散
見
し
て
い
る
が
、
『
通
卦
験
』
に
最
も
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
巻
下

に
、
「
炊
震
離
分
之
と
為
す
、
毎
卦
六
交
、
既
に
四
時
・
二
十
四
気
に
通
じ
、
人
の
四
支
・
二
十
四
脈
も
亦
期
に
存
す
」
（
『
重
修
緯
書

集
成
』
巻
一
下
、
四
九
頁
。
以
下
巻
・
頁
数
の
み
を
記
す
。
）
と
い
う
、
こ
こ
で
は
攻
≡
＝
、
震
一
一
≡
、
離
≡
≡
、
免
＝
≡
一
四
卦
の
二

十
四
交
を
一
年
の
二
十
四
気
に
配
当
し
、
四
卦
の
各
一
交
が
二
十
四
気
の
各
一
気
を
・
王
る
卦
気
説
の
最
も
簡
単
な
形
が
述
べ
ら
れ
、

さ
ら
に
各
一
気
が
人
体
の
二
十
四
脈
の
一
つ
と
対
応
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
二
十
四
脈
と
い
っ
て
も
実
際
に
は
手
足
の
三
陰

三
陽
に

よ
る
区
別
で
あ
り
、
し
か
も
手
の
少
陰
脈
が
現
わ
れ
な
い
十
一
脈
が
重
複
し
て
配
当
さ
れ
て
い
る
。
上
の
引
用
文
に
続
く
『
通

卦
験
』
の
文
中
（
巻
一
下
、
四
九
～
七
十
頁
）
に
は
、
具
体
的
に
二
十
四
交
を
二
十
四
気
に
配
す
る
言
葉
は
現
わ
れ
な
い
が
、
鄭
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

成
注
に

よ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
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≡
＝
…
攻
　
　
初
六
冬
至
。
　
九
二
小
寒
。
　
六
三
大
寒
。
　
六
四
立
春
。
　
九
五
雨
水
。
　
上
六
驚
蟄
。



　
　
＝
≡
一
震

　
　
≡
≡
離

　
　
≡
＝
分

ま
た
『
通
卦
験
』

立秋立夏立春立冬
冬分秋至夏分春至

初
九
春
分
。
　
六
二
清
明
。
　
六
三
穀
雨
。
　
九
四
立
夏
。

初
九
夏

至
。
　
六
二
小
暑
。
　
九
三
大
暑
。
　
九
四
立
秋
。

初
九
秋
分
。
　
九
二
寒
露
。
　
六
三
霜
降
。
　
九
四
立
冬
。

に

み

え
る
二
十
四
気
と
脈
と
の
対
応
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

足
太
陰
脈
。

足
少
陽
脈

〈
足
少
陰
〉
。

手
太
陽
脈
。

手
陽
明
脈
。

手
陽
脈
。

足
少
陽
脈

〈
手
少
陽
〉
。

手
少
陽
脈
。

手
少
陽
脈
。

小寒処小小清雨小
雪露暑暑満明水寒

手
太
陰
脈
。

手
少
陽
脈

〈
手
太
陽
〉
。

足
陽
明
脈
。

足
太
陽
脈
。

足
陽
明
脈
。

手
太
陰
脈
。

足
蕨
陰
脈

く
手
蕨
陰
V
。

心
主
脈
。

六
五
小
満
。
　
上
六
芒
種
。

六
五
処
暑
。
　
上
九
白
露
。

九

五
小
雪
。
　
上
六
大
雪
。

な
お
〈
　
〉
内
は
鄭
康
成
注
を
示
す
。

大霜白大芒穀驚大
雪降露暑種雨蟄寒

足
少
陰
脈
。

足
太
陽
脈
。

足
陽
明
脈
。

足
太
陽
脈
。

手
少
陽
脈
。

足
太
陰
脈

〈
手
太
陰
〉
。

足
蕨
陰
脈
。

手
心
主
脈
。

　
鄭
注

に
、
「
炊
六
三
陰
交
也
、
足
に
属
す
」
「
炊
六
四
陰
交
也
、
足
に
属
す
る
也
」
「
攻
九
五
陽
交
、
脈
に
子
い
て
宜
し
く
手
太
陽
と
為

す

べ
し
、
少
陽
と
云
ふ
は
誤
る
に
似
た
り
」
「
玖
上
六
陰
交
、
足
に
属
す
」
と
い
い
、
立
秋
に
「
人
足
は
、
例
に
（
お
い
て
）
宜
し
く
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手

と
言
ふ
べ
し
L
と
い
い
、
白
露
に
「
人
足
、
例
に
於
い
て
亦
手
と
為
す
也
」
と
い
い
、
寒
露
に
「
人
足
、
例
に
於
い
て
宜
し
く
手

と
為
す
べ
き
也
」
と
い
う
に
よ
れ
ば
、
二
十
四
交
の
陽
交
に
は
手
脈
、
陰
交
に
は
足
脈
が
配
当
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、

処
暑
と
大
雪
も
例
に
よ
れ
ば
足
脈
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
注
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　
三
陰
三
陽
の

配
当
法
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
お
お
む
ね
陽
気
の
消
長
に
沿
っ
て
配
当
さ
れ
て
い
る
が
、
一
陰
一
陽
と
三
陰
三
陽
と

の

関
係
を
上
の
配
当
か
ら
推
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
鄭
注
も
冬
至
に
「
二
十
四
気
、
冬
至
よ
り
芒
種
を
陽
と
為
す
、
其
の
位
は
天

漢
の

南
に
在
り
、
夏
至
よ
り
大
雪
を
陰
と
為
す
、
其
の
位
は
天
漢
の
北
に
在
り
」
（
巻
一
下
、
四
九
頁
）
と
い
い
、
雨
水
の
注
に
「
雨

水
以
後

を
陽
脈
と
為
す
」
（
同
上
五
四
頁
）
と
い
う
に
止
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
経
脈
は
単
に
付
記
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

三
陰
三
陽
を
介
し
て
卦
気
の
中
に
有
機
的
に
結
合
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

『

通
卦
験
』
巻
下
の
二
十
四
脈
を
記
載
す
る
部
分
は
、
二
十
四
気
の
時
令
の
体
裁
を
具
え
て
い
る
。
冬
至
を
例
に
取
れ
ば
、

　
　
冬
至
。
広
莫
風
至
る
。
蘭
・
射
干
生
じ
、
藁
角
解
け
、
易
旦
鳴
か
ず
。

　
　
暑
長
丈
三
尺
。
陰
気
去
り
、
陽
雲
　
其
（
箕
）
に
出
づ
。
茎
末
は
樹
木
の
状
の
如
し
。

　
　
其
の

当
に
至
る
べ
き
に
至
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
万
物
大
い
に
早
き
、
大
豆
為
ら
ず
。
人
の
足
太
陰
脈
虚
し
、
振
寒
を
病
む
こ
と
多

　
　
し
。
未
だ
当
に
至
る
べ
か
ら
ず
し
て
至
れ
ば
、
則
ち
人
の
足
太
陰
脈
盛
ん
に
、
暴
逆
・
臆
張
・
心
痛
を
病
む
こ
と
多
し
。

　
　
大
早
の
応
は
夏
至
に
在
り
。
（
巻
一
下
、
四
九
・
五
十
頁
）

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
時
令
の
違
令
災
異
に
相
当
す
る
部
分
が
、
「
当
至
不
至
」
と
「
未
当
至
而
至
」
の
二
つ
の
場
合
に
分
析
さ
れ

占
候
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
一
年
の
季
節
の
規
則
正
し
い
巡
り
と
は
、
気
が
当
に
至
る
べ
く
し
て
至
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
そ
の
季
節
に
相
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応

し
い
陰
陽
の
気
、
す
な
わ
ち
寒
暑
や
風
雨
が
現
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
時
な
ら
ぬ
暑
さ
寒
さ
や
風
雨
は
農
業
生
産
や
人
の
健

康
に

と
っ
て
最
大
の
脅
威
で
あ
る
。
『
通
卦
験
』
は
こ
の
気
象
の
異
常
を
「
当
至
不
至
」
と
「
未
当
至
而
至
」
と
に
分
析
し
た
。
「
当

至
不

至
」
と
は
そ
の
節
気
に
相
応
し
い
気
が
そ
の
節
気
に
な
っ
て
も
現
わ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の
節
気
の
気
が
不

足

し
て
い
る
の
で
、
対
応
す
る
経
脈
の
気
も
虚
の
状
態
に
な
り
、
そ
れ
に
応
じ
た
病
症
が
現
わ
れ
や
す
く
な
る
。
「
未
当
至
而
至
」
は

逆
に

そ
の
節
気
に
先
ん
じ
て
気
が
現
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
そ
の
節
気
の
気
が
過
剰
に
な
り
、
対
応
す
る
経
脈
の
気

も
盛
、
す
な
わ
ち
実
の
状
態
に
な
り
、
そ
れ
に
応
じ
た
病
症
が
現
わ
れ
や
す
く
な
る
。

　

『

通
卦

験
』
の
こ
の
分
析
は
、
後
に
『
素
問
』
の
六
節
蔵
象
論
篇
や
運
気
論
諸
篇
の
な
か
で
「
運
気
論
」
と
し
て
展
開
さ
れ
、
運

気
論
は
北
宋
時
代
に
は
医
学
試
験
の
必
須
科
目
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
に
医
学
の
中
に
浸
透
し
て
行
く
。
な
お
、
「
後
に
」
と

述
べ
た
の
は
、
『
素
問
』
の
六
節
蔵
象
論
篇
の
運
気
に
関
す
る
部
分
と
運
気
論
諸
篇
が
、
唐
の
王
泳
に
よ
っ
て
『
素
問
』
の
編
注
の
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

に

新
た

に

補
入

さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
時
令
の
違
令
災
異
の
中
に
疾
病
を
記
載
す
る
例
は
『
呂
氏
春
秋
』
十
一
．
一
紀
に
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
（
孟
春
に
）
秋
令
を
行
な
へ

ば
、
則
ち
民
に
大
疫
あ
り
」
「
（
季
春
に
）
夏
令
を
行
な
へ
ば
、
則
ち
民
に
疾
疫
多
し
」
と
。
『
春
秋
繁
露
』
五
行
順
逆
篇
に
な
る
と
、

三
木
者
春
）
民
　
疹
掻
・
温
体
を
病
み
足
脂
痛
む
L
三
火
者
夏
）
民
　
血
窒
（
麿
）
腫
を
病
み
目
明
ら
か
な
ら
ず
」
の
よ
う
に
、
具

体
的
な
病
症
が
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
通
卦
験
』
で
は
、
つ
い
に
『
内
経
』
医
学
の
基
礎
理
論
で
あ
る
三
陰
三
陽
と
経
脈
が
記

載

さ
れ
る
に
い
た
る
。
し
か
も
、
手
足
と
三
陰
三
陽
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
経
脈
は
、
上
に
述
べ
た
よ
う
に
四
正
卦
の
二
十
四
交
と

有
機
的
に

結
合

し
て
い
る
。
『
通
卦
験
』
の
「
当
至
不
至
」
「
未
当
至
而
至
」
の
分
析
が
他
の
時
令
の
違
令
災
異
と
並
列
さ
れ
る
性
格

の

も
の
で
は
な
い
よ
う
に
、
『
通
卦
験
』
所
載
の
医
学
記
事
も
十
二
紀
や
五
行
順
逆
篇
か
ら
の
量
的
な
発
展
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
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な
い
。

　

『

通
卦
験
』
を
始
め
、
『
易
緯
稽
覧
図
』
及
び
『
易
緯
乾
馨
度
』
等
に
説
か
れ
て
い
る
卦
気
説
は
孟
喜
・
京
房
の
卦
気
説
を
伝
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

者
が
作
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
　
『
通
卦
験
』
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
の
作
者
は
医
学
理
論
に
も
か
な
り
通
じ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

彼

（等
）
は
易
・
天
文
暦
数
か
ら
医
学
に
わ
た
る
知
識
を
持
つ
人
（
達
）
で
あ
っ
た
。
一
方
、
脈
解
篇
が
依
拠
す
る
十
二
消
息
卦
も

孟
喜
・
京
房
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
直
ち
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
疑
問
を
呼
び
起
こ
す
。
す
な
わ
ち
、
『
内
経
』
に
収
め
ら

れ
て

い

る
脈
解
篇
は
最
初
か
ら
医
学
の
論
文
と
し
て
撰
述
さ
れ
た
も
の
な
の
か
。
医
家
が
象
数
易
の
方
法
を
借
用
し
た
の
で
は
な
く
、

む

し
ろ
易
家
が
占
い
の
た
め
に
象
数
易
の
方
法
を
経
脈
の
病
症
に
適
用
し
た
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
の
か
、
と
。
こ
の

疑
問
に
今
直
接
に
答
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
易
は
医
の
理
を
具
へ
、
医
は
易
の
用
を
得
」
（
張
介
賓
『
類
経
附
翼
』
医
易
義
）

と
い
う
認
識
が
『
通
卦
験
』
の
作
者
と
脈
解
篇
の
作
者
と
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
す
で
に

考
察
し
た
よ
う
に
、
経
脈
の
病
症
を
解
釈
す
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
十
二
消
息
卦
に
旦
ハ
現
さ
れ
た
陰
陽
の
消
長
を
記
述
し
て
い
る

脈
解
篇
の

よ
う
な
論
文
が
、
医
学
論
文
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
自
体
が
、
前
漢
末
期
か
ら
後
漢
の
時
代
の
知
識
分
布
や
思
想

情
況

を
よ
く
照
し
だ
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
唐
の

孫
思
遊
は

『

千
金
要
方
』
一
書
の
冒
頭
に
、
「
凡
そ
大
医
為
ら
ん
と
欲
す
」
る
者
が
必
ず
諸
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
医
学
書

を
列
記
し
た
後
、
「
又
須
ら
く
陰
陽
禄
命
・
諸
家
相
法
及
び
灼
亀
五
兆
・
周
易
六
壬
を
妙
解
す
べ
し
。
並
び
に
須
ら
く
精
熟
す
べ
し
。

此
の
如

け
れ
ば
乃
ち
大
医
と
為
る
こ
と
を
得
」
（
巻
一
大
医
習
業
第
一
）
と
記
し
て
い
る
。
明
の
張
介
賓
も
『
類
経
附
翼
』
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

で
、
「
易
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
太
医
と
言
ふ
に
足
ら
ず
」
（
巻
一
医
易
義
）
と
孫
思
遡
の
言
を
祖
述
す
る
。
後
世
の
医
家
が
『
易
』

と
医
学
と
の
関
係
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
た
の
は
、
運
気
論
の
盛
行
に
与
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
。
し
か
し
、
そ
の
端
緒
は
す
で
に
『
内
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経
』
の
時
代
に
開
か
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
凡
そ
十
六
世
紀
降
っ
た
張
介
賓
の
つ
ぎ
の
言
葉
は
、
『
通
卦
験
』
の
作
者
と
脈
解
篇
の
作

者
の

意
を
か
な
り
正
確
に
代
弁
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
天
人
相
与
の
際
、
精
な
る
か
な
、
妙
な
り
、
誠
に
畏
る
べ
し
。
人
身
小
天
地
、
真
に
一
毫
の
相
間
す
る
も
無
し
。
今
夫
れ
天
地

　
　
の

理

は
、
易
に
具
る
、
而
る
に
身
心
の
理
は
、
独
り
易
に
旦
ハ
ら
ざ
ら
ん
か
。
矧
や
天
地
の
易
は
、
外
易
也
。
身
心
の
易
は
、
内

　
　
易
也
。
内
外
執
か
親
し
か
ら
ん
、
天
人
執
か
近
か
ら
ん
。
…
医
の
道
為
る
、
身
心
の
易
也
。
（
同
上
医
易
義
）

四
、
三
陰
三
陽

　

『

通
卦
験
』
と
脈
解
篇
の
中
で
易
と
医
と
が
結
合
し
得
た
の
は
三
陰
三
陽
説
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
医
学
が
既
に
三
陰
三

陽
説
に
よ
っ
て
理
論
的
に
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
一
陰
一
陽
の
体
系
で
あ
る
易
と
医
学
と
の
結
合
を
容
易
に
進
行
さ
せ
た
最
も

大

き
な
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
解
決
す
べ
き
課
題
は
、
三
陰
三
陽
を
一
陰
一
陽
の
下
に
ど
の
よ
う
に
統
合
す
る
か
と
い
う
こ
と

で

あ
る
。
『
通
卦
験
』
と
脈
解
篇
は
、
陰
陽
消
息
の
中
に
三
陰
三
陽
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し

た
。
か
く
し
て
、
「
易
ー
陰
陽
消
息
の
理
ー
三
陰
三
陽
説
ー
医
学
」
と
い
う
図
式
の
下
に
、
「
易
は
医
の
理
を
具
へ
、
医
は
易
の
用
を

得
」
と
言
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
図
式
は
『
内
経
』
医
学
の
全
体
を
覆
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
次
に
『
内
経
』

内
部
に
お
け
る
三
陰
三
陽
の
役
割
と
評
価
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
三
陰
三
陽
は
、
現
存
す
る
資
料
で
は
馬
王
堆
か
ら
出
土
し
た
医
吊
書
の
な
か
に
始
め
て
み
え
る
。
そ
し
て
、
吊
書
中
の
二
つ
の
「
灸

経
」
は
、
灸
療
法
を
主
体
と
す
る
吊
書
の
医
学
が
三
陰
三
陽
説
に
よ
っ
て
理
論
的
に
把
握
さ
れ
は
じ
め
た
初
期
の
段
階
を
示
す
論
文
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ハ
　

で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
畠
書
の
「
陰
陽
脈
死
候
」
に
「
凡
そ
三
陽
は
天
気
な
り
。
其
の
病
、
唯
だ
骨
を
折
り
膚
を
列
（
裂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
の
み
は
死
せ
ず
。
凡
そ
三
陰
は
地
気
な
り
。
死
脈
な
り
。
」
と
あ
り
、
あ
る
時
期
か
ら
三
陰
三
陽
が
天
地
の
陰
陽
の
気
に
関
わ
る
も

の

と
観
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
了
解
さ
れ
る
が
、
三
陰
三
陽
説
の
起
源
に
つ
い
て
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
。
と
も
か
く
、
『
内
経
』

は

三
陰
三
陽
説
を
重
要
な
医
学
理
論
と
し
て
継
承
し
、
新
し
い
治
療
技
術
と
し
て
登
場
し
た
針
法
に
対
応
す
る
理
論
を
形
成
し
て

　
　
　
お
　

い

っ
た
。

　

『

内
経
』
に
は
、
熱
病
、
瘡
疾
、
蕨
病
な
ど
の
病
症
を
三
陰
三
陽
の
六
経
脈
に
よ
っ
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
論
文
が
収
め
ら
れ
て

い

る
。
『
素
問
』
蕨
論
篇
の
第
四
段
は
、
蕨
病
の
症
状
を
三
陰
三
陽
の
六
経
脈
の
蕨
と
し
て
ま
と
め
、
『
素
問
』
刺
瘡
篇
の
前
段
は
、

瘡
疾
の

症
状
と
そ
の
治
療
法
を
足
の
三
陰
三
陽
脈
の
疸
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
病
症
に
は
、
脈
解
篇
や

経
脈
篇
に
み
え
る
も
の
と
共
通
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
『
素
問
』
四
時
刺
逆
従
論
篇
の
第
一
段
は
、
経
脈
の
「
有
余
」
と
「
不
足
」

に
よ
っ
て
起
こ
る
病
症
を
記
載
し
て
い
る
が
、
や
は
り
三
陰
三
陽
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
『
素
問
』
熱
論
篇
は
、
寒
邪
の
侵
襲

を
受
け
て
起
き
る
熱
病
の
、
邪
の
侵
入
経
路
、
各
段
階
の
症
状
及
び
治
癒
過
程
を
三
陰
三
陽
に
よ
っ
て
分
析
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

論
文
の

存
在

は
、
病
症
の
分
野
を
広
く
三
陰
三
陽
説
に
よ
っ
て
理
論
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
人
々
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て

い

る
。
し
か
し
、
彼
等
が
一
つ
の
学
派
を
形
成
し
て
い
た
の
か
、
特
定
の
時
期
に
活
躍
し
た
の
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
だ
が
、

病
症
を
三
陰
三
陽
に
よ
っ
て
分
析
し
よ
う
と
す
る
思
考
が
確
か
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
一
つ
の
問
い
が

導
び

か
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
病
症
を
三
陰
三
陽
説
に
よ
っ
て
捉
え
る
と
き
、
ど
の
よ
う
な
診
断
法
、
特
に
脈
診
法
が
用
い
ら
れ
た
の

か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
内
経
』
の
中
で
こ
れ
に
対
応
し
て
い
る
の
は
、
経
脈
篇
に
記
載
さ
れ
て
い
る
脈
診
法
、
す
な
わ
ち
人
迎
寸

口

診
で

あ
る
。
そ
の
方
法
は
人
迎
部
と
寸
口
部
の
強
弱
の
差
を
比
較
し
て
、
そ
の
度
合
と
部
位
の
組
み
合
わ
せ
で
三
陰
三
陽
の
六
経

一 49一



脈
の

い

ず
れ
に
病
が
あ
る
か
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
経
脈
篇
に
は
手
足
の
三
陰
三
陽
の
十
二
経
脈
の
完
成
さ
れ
た
記
述
が
あ
る
。

に

も
か
か
わ
ら
ず
、
各
経
脈
の
記
述
の
最
後
に
付
加
さ
れ
て
い
る
脈
診
法
は
、
手
足
の
区
別
を
し
な
い
三
陰
三
陽
の
六
経
脈
だ
け
を

い

う
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
『
内
経
』
の
中
に
、
三
陰
三
陽
説
を
主
た
る
医
学
理
論
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
病
症
を
整
理
し
、
脈

診

を
行
な
い
、
治
療
を
行
な
う
医
療
技
術
の
体
系
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
余
地
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
こ
れ
以

上
の
考
察

を
行
う
こ
と
は
小
論
の
範
囲
を
越
え
る
。

　
ち
な
み
に
、
『
内
経
』
に
お
い
て
は
試
行
錯
誤
の
段
階
に
あ
っ
た
三
陰
三
陽
説
は
、
や
が
て
薬
物
療
法
の
書
で
あ
る
『
傷
寒
論
』
の

六
経
弁
証
に
お
い
て
理
論
と
し
て
の
一
つ
の
頂
点
に
達
し
、
医
学
の
中
に
確
固
た
る
地
位
を
築
く
に
い
た
っ
た
。

　
脈
解
篇
も
医
学
理
論
と
し
て
の
三
陰
三
陽
説
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
脈
解
篇
の
意
義
は
三
陰
三
陽
説
を
一
陰
一
陽
の

陰
陽

消
息
観
と
結
合
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
脈
解
篇
の
文
中
に
は
撰
述
の
意
図
を
語
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
推
測
す
る

て

が
か

り
が
『
素
問
』
陰
陽
離
合
論
篇
に
記
さ
れ
て
い
る
。
陰
陽
離
合
論
篇
の
冒
頭
の
文
に
、

　
　
黄
帝
問
ひ
て
曰
く
、
「
余
聞
く
、
天
を
陽
と
為
し
、
地
を
陰
と
為
す
。
日
を
陽
と
為
し
、
月
を
陰
と
為
す
。
大
小
の
月
、
三
百
六

　
　
十

日
、
一
歳
を
成
す
。
人
も
亦
之
に
応
ず
。
今
三
陰
三
陽
、
陰
陽
に
応
ぜ
ず
。
其
の
故
何
ぞ
や
。
」

　
　
岐
伯
対
へ
て
曰
く
、
「
陰
陽
は
、
之
を
数
ふ
れ
ば
十
に
す
べ
く
、
之
を
推
せ
ば
百
に
す
べ
く
、
之
を
数
ふ
れ
ば
千
に
す
べ
く
、
之

　
　
を
推
せ
ば
万
に
す
べ
し
。
万
の
大
は
勝
げ
て
数
ふ
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
其
の
要
は
一
な
り
。
」

人

は
天
地
陰
陽
の
理
に
従
う
も
の
で
あ
る
の
に
、
医
学
の
三
陰
三
陽
と
天
地
の
陰
陽
で
は
そ
の
数
に
不
一
致
が
あ
る
の
は
何
故
か
。

こ
の
問
い
に
た
い
す
る
答
は
、
陰
陽
の
変
化
は
窮
ま
り
な
く
、
数
え
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
一
陰
一
陽
に
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帰
着
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
章
に
つ
づ
い
て
、
陰
陽
離
合
論
篇
の
作
者
は
、
身
体
を
前
後
・
上
下
・
表
裏
に
区
分
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
三
陰
三
陽
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
内
容
に
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
少
な
ぐ
6
医
学
の
内
部
に
お
い
て
陰

陽
説
の

立
場
か

ら
三
陰
三
陽
説
が
問
題
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
陰
陽
離
合
論
篇
と
脈
解
篇
は
同
じ
問
い

に

た

い

し
て
異
な
る
回
答
を
し
て
い
る
が
、
両
者
に
は
共
通
点
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
一
陰
一
陽
を
よ
り
根
本
的
な
理
論
と
し
て
認

識
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
陰
一
陽
の
下
に
三
陰
三
陽
を
位
置
づ
け
た
と
し
て
も
、
ま
だ
残
さ
れ
た
問
題
が
あ
る
。
脈
解
篇
に
つ
い
て
言
え
ば
、

三
陰
三
陽
を
十
二
支
・
十
二
月
に
ど
の
よ
う
に
配
当
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
来
、
こ
の
配
当
が
し
か
る
べ
き
根
拠
に
基
づ

い
て

行
な
わ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
後
に
続
く
病
症
の
注
釈
は
全
く
無
意
味
な
も
の
で
し
か
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
配

当
の
根
拠
を
示
す
字
句
を
脈
解
篇
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
配
当
自
体
か
ら
配
当
原
則
を
推
定
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
脈
解
篇
は
た
だ
「
蕨
陰
は
辰
な
り
」
「
陽
明
は
午
な
り
」
等
等
と
宣
言
す
る
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
太
陽
t
少
陰
、

少
陽
ー
蕨
陰
、
陽
明
ー
太
陰
と
い
う
表
裏
関
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
・
七
月
、
三
・
九
月
、
五
・
十
一
月
に
配
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

守
ら
れ
て
い
る
。

　

『

素
問
』
陰
陽
類
論
篇
に
は
、
三
陰
三
陽
を
陰
陽
の
多
少
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
み
え
る
。
そ
こ
で
は
、
太
陽
が
三
陽
、

陽
明
が

二
陽
、
少
陽
が
一
陽
と
さ
れ
、
太
陰
が
三
陰
、
少
陰
が
二
陰
、
蕨
陰
が
一
陰
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
脈

解
篇
の

配
当
を
全
て
矛
盾
な
く
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
『
霊
枢
』
陰
陽
繋
日
月
篇
で
は
、
足
の
十
二
経
脈
（
三
陰
三
陽

で
六
脈
、
左
右
あ
わ
せ
て
十
二
脈
）
を
十
二
月
・
十
二
支
に
対
応
さ
せ
、
手
の
十
経
脈
（
蕨
陰
を
の
ぞ
く
二
陰
三
陽
で
五
脈
、
左
右

あ
わ
せ
て
十
脈
）
を
十
干
に
対
応
さ
せ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
脈
解
篇
の
配
当
と
全
く
一
致
し
な
い
。
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脈
解
篇
を
始
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
論
文
が
、
一
陰
一
陽
と
三
陰
三
陽
と
を
関
係
づ
け
な
が
ら
、
関
係
の
具
体
的
な
内
容
を
つ
い

に

明
確
に

提
示

し
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
三
陰
三
陽
説
が
元
来
一
陰
一
陽
と
は
無
関
係
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で

は

な
か
ろ
う
か
。
由
来
は
と
も
あ
れ
、
『
内
経
』
の
中
心
理
論
の
一
つ
と
な
っ
た
三
陰
三
陽
説
が
、
試
行
錯
誤
の
う
ち
に
も
一
陰
一
陽

説
の

中
に
統
合
さ
れ
て
ゆ
く
流
れ
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

五
、
医
学
と
天
人
相
関
説

　
小
論

を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
象
数
易
の
宇
宙
論
を
含
め
た
天
人
相
関
説
が
医
学
に
た
い
し
て
果
し
た
積
極
的
な
役
割
に
つ
い
て

述
べ
、
脈
解
篇
の
よ
う
な
論
文
が
医
学
論
文
と
し
て
受
容
さ
れ
た
理
由
の
一
端
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
前
漢
中
頃
ま
で
の
天
人
相
関
思
想
は
、
『
准
南
子
』
精
神
訓
や
『
春
秋
繁
露
』
人
副
天
数
篇
の
文
章
に
代
表
さ
れ
る
。
そ
こ
に
表
現

さ
れ
て
い
る
考
え
は
、
「
其
の
数
ふ
べ
き
に
於
い
て
は
数
に
副
ひ
、
数
ふ
べ
か
ら
ざ
る
者
は
類
に
副
ふ
」
（
人
副
天
数
篇
）
と
い
う
文

に

要
約
さ
れ
て
い
る
。
天
と
人
と
は
数
の
上
で
一
致
す
る
か
、
さ
も
な
く
ば
類
比
し
て
お
り
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
天
と
人

と
が
合
一
で
あ
る
こ
と
の
証
明
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
『
内
経
』
の
中
で
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
『
霊

枢
』
邪
客
篇
の
「
天
有
四
時
、
人
有
四
肢
。
天
有
五
音
、
人
有
五
蔵
。
天
有
六
律
、
人
有
六
府
。
…
天
有
十
日
、
人
有
手
十
指
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
パ
　

地
有
十
二
経
水
、
人
有
十
二
経
脈
。
…
歳
有
十
二
月
、
人
有
十
二
節
」
な
ど
を
挙
げ
る
の
が
常
套
的
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
単
に
天
と
人
と
の
間
に
要
素
の
対
応
や
類
比
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
越
え
て
、
天
体
の
運
行
周
期
と
人
体
の
生
理
と
の

間
に
は
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
は
早
く
か
ら
気
づ
か
れ
て
い
た
。
一
年
の
季
節
の
め
ぐ
り
や
昼
夜
の
交
代
ば
か
り
で
な
く
、
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月
の
盈
虚
も
人
体
生
理
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
て
い
た
自
然
の
リ
ズ
ム
の
一
つ
で
き
馬
王
堆
．
却
穀
食
気
篇
L
に
は
、

　
　
穀
を
去
（
却
）
く
る
者
は
、
石
章
を
食
ふ
。
朔
日
に
質
を
食
ひ
、
日
に
一
節
を
駕
（
加
）
へ
、
旬
五
に
し
て
止
む
。
月
の
大
初

　
　
銑

（胱
）
に
、
日
に
一
節
を
去
り
、
晦
に
至
り
て
質
に
復
す
。
月
と
与
に
進
退
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

と
、
穀
物
を
絶
っ
て
石
章
を
食
べ
る
と
き
に
、
そ
の
摂
取
量
を
月
の
盈
虚
に
合
せ
て
増
減
す
る
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え

方
を
そ
の
ま
ま
治
療
に
適
用
し
た
も
の
が
『
内
経
』
に
み
え
る
。
『
素
問
』
膠
刺
論
篇
（
『
太
素
』
量
　
刺
）
に
、

　
　
凡
そ
痺
の
往
来
し
て
行
く
に
常
処
無
き
者
は
、
分
肉
の
間
に
在
り
。
痛
め
ば
之
を
刺
し
、
月
の
死
生
を
以
て
数
と
為
す
。
針
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
し
な

　
　
用
ゐ
る
者
は
、
気
の
盛
衰
に
随
ひ
、
以
て
瘡
数
と
為
す
。
針
其
の
日
数
を
過
ぐ
れ
ば
則
ち
気
を
脱
ひ
、
日
数
に
及
ば
ざ
れ
ば
則

　
　
ち
気
写
せ
ら
れ
ず
。
左
は
右
を
刺
し
、
右
は
左
を
刺
す
。
病
已
ゆ
れ
ば
止
む
。
已
え
ざ
れ
ば
、
復
た
之
を
刺
す
こ
と
法
の
如
し
。

　
　
月
生
じ
て
一
日
一
瘡
。
二
日
二
瘡
。
漸
く
之
を
多
く
し
、
十
五
日
十
五
瘡
。
十
六
日
十
四
痢
。
漸
く
之
を
少
く
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

針
刺
の
数
を
月
の
朔
望
の
日
数
に
あ
わ
せ
て
増
減
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
却
穀
食
気
篇
」
と
全
く
同
じ
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
月

の

盈
虚

は
後
に
象
数
易
の
月
体
納
甲
説
に
お
い
て
易
の
八
卦
に
現
わ
さ
れ
た
陰
陽
の
消
長
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
月
体
納
甲
は
『
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ガ
　

易
参
同
契
』
及
び
虞
翻
易
説
に
み
え
る
。

　
「

却
穀
食
気
篇
」
及
び
膠
刺
論
篇
は
、
辟
穀
の
た
め
の
石
章
の
摂
取
量
や
病
気
治
療
の
た
め
の
針
刺
の
数
を
月
の
朔
望
の
リ
ズ
ム

に

合
致

さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
明
確
に
人
体
の
生
理
学
的
リ
ズ
ム
と
月
の
朔
望
の
リ
ズ
ム
と
の
一
致
を
い
う
の

は
、
『
霊
枢
』
歳
露
論
篇
（
『
太
素
』
三
虚
三
実
）
で
あ
る
。
そ
こ
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ザ

　
　
人

は
天
地
と
相
参
ず
る
也
。
日
月
と
相
応
ず
る
也
。
故
に
月
満
つ
れ
ば
則
ち
海
水
西
に
盛
ん
に
、
人
の
血
気
積
み
、
肌
肉
充
ち
、

　
　
皮
膚
緻
か
く
、
毛
髪
堅
く
、
膜
理
郁
し
、
煙
垢
著
す
。
是
の
時
に
当
り
て
は
、
賊
風
に
遇
ふ
と
錐
も
、
其
の
入
る
こ
と
浅
く
て
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深
か

ら
ず
。
其
の
月
郭
の
空
な
る
に
至
れ
ば
則
ち
海
水
東
に
盛
ん
に
、
人
の
気
血
虚
し
、
其
の
衛
気
去
り
、
形
独
り
居
り
、
肌

　
　
肉
減
じ
、
皮
膚
縦
み
、
膜
理
開
き
、
毛
髪
残
は
れ
、
礁
理
薄
く
、
煙
垢
落
つ
。
是
の
時
に
当
り
て
は
、
賊
風
に
遇
へ
ば
則
ち
其

　
　
の

入

る
こ
と
深
く
、
其
の
人
を
病
ま
す
や
卒
暴
た
り
。

月
の
満
ち
か
け
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
潮
汐
の
周
期
と
人
体
の
生
理
学
的
リ
ズ
ム
と
の
間
に
は
相
関
関
係
が
あ
り
、
外
か
ら
人

体
を
侵
襲
す
る
外
因
と
し
て
の
邪
が
引
き
起
こ
す
病
気
も
、
こ
の
リ
ズ
ム
と
の
関
係
で
結
果
を
異
に
す
る
と
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
人
体
内
部
を
循
環
す
る
気
の
生
理
学
を
述
べ
る
『
霊
枢
』
五
十
営
篇
・
衛
気
行
篇
で
は
、
営
気
・
衛
気
が
人
体
の
二
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脈

を
一
昼
夜
に
五
十
周
す
る
こ
と
と
、
太
陽
が
周
天
の
二
十
八
宿
を
一
日
に
一
周
す
る
こ
と
が
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
上
に

述
べ
た
よ
う
な
、
天
体
の
運
行
周
期
に
代
表
さ
れ
る
自
然
界
の
規
則
性
と
人
体
の
生
理
的
な
現
象
と
の
間
に
な
ん
ら
か
の
相

関
関
係
を
認
め
よ
う
と
す
る
考
え
方
は
、
医
学
の
中
に
一
つ
の
重
要
な
局
面
を
切
開
く
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
自
然
界
の
周
期

性
・
規
則
性
は
、
天
人
相
関
説
の
下
で
人
体
に
適
用
さ
れ
、
医
学
は
人
体
内
部
の
規
則
性
や
恒
常
性
に
た
い
す
る
認
識
を
深
め
て

い

っ

た

と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
象
数
易
に
お
い
て
陰
陽
消
息
が
卦
交
及
び
暦
の
上
に
具
現
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
、
自
然
界
の
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ズ
ム
が
陰
陽
消
息
の
理
と
し
て
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
脈
解
篇
の
成
立
及
び
医
学
論
文
と
し
て
の
受
容
は
、
そ
の
よ

う
な
文
脈
の
中
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
」
ろ
う
。
消
息
卦
に
よ
っ
て
『
易
』
の
全
経
文
を
解
釈
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

よ
う
に
、
象
数
易
の
陰
陽
消
息
観
を
も
っ
て
経
脈
の
病
症
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
脈
解
篇
の
試
み
も
完
全
に
成
功
し
た
と
は
い
え
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
妥
当
性
が
ど
う
で
あ
れ
、
人
体
の
生
理
的
リ
ズ
ム
を
理
論
的
に
、
す
な
わ
ち
陰
陽
消
息
観
に
よ
っ
て
把
握
し
よ

う
と
す
る
こ
と
は
、
『
内
経
』
医
学
の
当
時
の
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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注（
1
）
　
『
内
経
』
の
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
も
の
を
用
い
た
。
明
顧
従
徳
重
離
本
『
黄
帝
内
経
素
問
』
（
国
立
中
国
医
薬
研
究
所
出
版
。
民
国
六
十

　
　
八
年
九
月
第
三
版
）
。
四
部
叢
刊
所
収
『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
。
仁
和
寺
蔵
紗
本
『
黄
帝
内
経
太
素
』
（
東
洋
医
学
善
本
叢
書
所
収
影
印
、
オ
リ

　
　
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
八
こ
。

（
2
）
　
馬
王
堆
三
号
墓
の
墓
葬
年
代
は
漢
文
帝
の
十
二
年
（
前
一
六
八
）
で
あ
る
。
（
「
長
沙
馬
王
堆
二
三
一
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」
参
照
。
『
文
物
』

　
　
一
九
七
四
、
七
）
。
出
土
医
書
中
、
「
足
腎
十
一
脈
灸
経
」
「
陰
陽
十
一
脈
灸
経
」
「
脈
法
」
「
陰
陽
脈
死
候
」
「
五
十
二
病
方
」
の
五
部
の
畠

　
　
書
の

抄
写
年
代
は
使
わ
れ
て
い
る
字
体
か
ら
大
体
秦
漢
の
際
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
（
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
整
理
小
組
編
『
馬
王
堆
漢
墓
畠
書
』

　
　
騨
、
二
頁
参
照
。
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
）
。
記
載
さ
れ
て
い
る
医
術
の
内
容
か
ら
見
て
出
土
医
書
は
先
秦
の
医
術
を
伝
え
る
も
の
と
考

　
　
え
ら
れ
る
。
な
お
、
馬
王
堆
出
土
畠
書
医
書
を
引
用
す
る
場
合
は
、
『
新
発
現
中
国
科
学
史
資
料
の
研
究
　
訳
注
篇
』
（
京
都
大
学
人
文
科

　
　
学
研
究
所
、
一
九
八
五
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
。

（
3
）
　
山
田
慶
児
「
『
黄
帝
内
経
』
の
成
立
」
九
七
頁
参
照
。
「
思
想
」
一
九
七
九
、
八
。
岩
波
書
店
。

（
4
）
　
『
素
問
』
は
十
月
に
作
り
、
『
太
素
』
は
七
月
に
作
る
。
楊
上
善
注
に
、
「
有
本
作
露
、
但
白
露
即
露
之
微
也
。
十
月
已
降
甚
霜
、
即
知

　
　
有
本
作
十
月
者
非
也
」
と
。

（
5
）
　
『
素
問
』
は
盛
に
作
り
、
『
太
素
』
は
戌
に
作
る
。
下
の
戌
も
同
じ
。

（
6
）
　
前
掲
『
新
発
現
中
国
科
学
史
資
料
の
研
究
　
訳
注
篇
』
一
〇
六
頁
参
照
。

（
7
）
　
『
経
曲
ハ
釈
文
』
、
「
馬
融
日
、
剥
、
落
也
」
。

（
8
）
　
前
掲
『
科
学
史
資
料
の
研
究
　
訳
注
篇
』
一
一
七
頁
参
照
。

（
9
）
　
『
素
問
』
は
十
二
月
に
作
り
、
『
太
素
』
は
十
一
月
に
作
る
。

（
1
0
）
　
否
卦
、
大
象
、
「
象
日
、
天
地
不
交
、
否
」
。
『
集
解
』
、
「
宋
衷
日
、
天
地
不
交
、
猶
君
臣
不
接
。
天
気
上
升
而
不
下
降
、
地
気
沈
下
、
又
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不
上
升
。
二
気
特
隔
。
故
云
否
也
L
。

（
1
1
）
　
『
新
唐
書
』
暦
三
上
に
載
せ
る
一
行
の
「
其
六
卦
議
」
。

（
1
2
）
　
前
掲
『
科
学
史
資
料
の
研
究
　
訳
注
篇
』
九
〇
頁
。
同
注
に
、
『
准
南
子
』
覧
冥
訓
、
「
走
獣
廃
脚
」
、
高
誘
注
、
「
廃
脚
、
破
塞
也
」
と
。

（
1
3
）
　
『
素
問
』
は
得
を
有
に
作
る
。
『
太
素
』
は
得
に
作
る
。

（
1
4
）
　
『
素
問
』
作
色
色
、
『
太
素
』
作
邑
邑
。

（
1
5
）
　
『
素
問
』
作
慌
慌
。
『
太
素
』
作
暗
賠
。
以
下
同
じ
。

（
1
6
）
　
『
荷
子
』
哀
公
篇
、
「
心
不
知
色
色
」
。
「
集
解
」
、
「
盧
文
招
日
、
大
戴
礼
作
志
不
邑
邑
。
那
諮
行
日
、
色
当
為
邑
、
字
形
之
誤
、
大
戴
記

　
　
作
志
不
邑
邑
。
楊
注
甚
謬
。
邑
邑
与
恒
恒
同
。
恒
恒
、
憂
逆
短
気
貌
也
」
。
『
説
文
』
、
「
恒
、
不
安
也
」
。

（
1
7
）
　
二
十
四
交
の
二
十
四
気
へ
の
配
当
は
『
易
緯
乾
元
序
制
記
』
（
巻
↓
下
、
九
四
頁
）
に
も
み
え
る
。
『
易
緯
乾
元
序
制
記
』
は
偽
作
視
さ

　
　
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
見
え
る
象
数
理
論
は
京
房
の
学
説
に
親
近
性
を
有
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
武
田
時
昌
「
『
易
緯
乾
元
序
制

　
　
記
』
所
載
の
易
緯
侠
文
に
つ
い
て
」
参
照
。
（
「
中
国
思
想
史
研
究
」
第
十
号
所
収
。
京
都
大
学
中
国
哲
学
史
研
究
会
、
一
九
八
七
）
。

（
1
8
）
　
石
田
秀
実
『
中
国
医
学
思
想
史
』
第
五
章
第
一
節
「
新
理
論
と
し
て
の
運
気
論
」
参
照
。
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
。

（
1
9
）
　
鈴
木
由
次
郎
『
漢
易
研
究
』
一
七
↓
頁
参
照
。
明
徳
出
版
社
、
昭
和
三
十
八
年
。

（
2
0
）
　
『
医
易
会
通
精
義
』
四
頁
参
照
。
人
民
衛
生
出
版
社
、
一
九
九
↓
。

（
2
1
）
　
山
田
前
掲
「
『
黄
帝
内
経
』
の
成
立
」
一
〇
四
頁
参
照
。

（
2
2
）
　
前
掲
『
科
学
史
資
料
の
研
究
　
訳
注
篇
』
一
三
三
～
四
頁
参
照
。

（
2
3
）
　
山
田
慶
児
「
針
灸
と
湯
液
の
起
源
」
参
照
。
と
く
に
二
一
・
五
七
頁
。
『
新
発
現
中
国
科
学
史
資
料
の
研
究
　
論
考
篇
』
所
収
。
京
都
大

　
　
学
人
文
科
学
研
究
所
、
↓
九
八
五
。

（
2
4
）
　
他
に
も
『
素
問
』
陰
陽
別
論
篇
・
金
置
真
言
論
篇
、
『
霊
枢
』
経
別
篇
・
本
蔵
篇
・
経
水
篇
・
海
論
篇
等
に
同
様
の
文
が
み
え
る
。

（
2
5
）
　
前
掲
『
科
学
史
資
料
の
研
究
　
訳
注
篇
』
二
九
五
頁
参
照
。
他
に
も
「
朔
日
」
「
月
晦
日
」
「
月
十
六
日
」
を
選
ん
で
呪
術
的
治
療
を
行
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な
う
こ
と
が
、
馬
王
堆
吊
書
「
五
十
二
病
方
」
に
み
え
る
。
『
科
学
史
資
料
の
研
究
　
訳
注
篇
』
一
八
六
・
一
八
七
・
二
一
二
頁
。

（
2
6
＞
　
膠
刺
論
篇
で
は
、
そ
の
他
に
も
「
邪
客
於
腎
掌
之
間
」
「
邪
客
於
足
太
陰
之
絡
」
と
「
邪
客
於
足
少
陽
之
絡
」
の
場
合
に
「
以
月
死
生
為

　

瘡
数
」
と
い
う
。

（
2
7
）
　
鈴
木
前
掲
『
漢
易
研
究
』
二
四
〇
・
六
〇
二
頁
参
照
。

（
2
8
）
　
『
太
素
』
作
精
。
『
霊
枢
』
『
鍼
灸
甲
乙
経
』
作
積
。

（
2
9
）
　
山
田
慶
児
「
九
宮
八
風
説
と
少
師
派
の
立
場
」
二
二
二
頁
、
東
方
学
報
・
京
都
、
第
五
十
二
冊
。
石
田
前
掲
『
中
国
医
学
思
想
史
』
一

　
　
四
三
～
四
頁
参
照
。
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